
大
正
†
「
年
こ
月
二
十
四
日
印
刷
納
本
　
大
正
十
一
年
二
月
二
十
五
日
曇
行
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＼
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ロ
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ラ
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セ
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賜
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ボ
ッ
ダ
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會
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テ
ビ
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ス
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・
…
六
四

疑
（
四
件
）
…
…
・
…
…
・
…
…
…
・
六
五

△
奇
抜
な
火
星
観
測
法
▽
…
…
…
…
－
六
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同
好
會
報
’
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・
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三月の天象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
’

太
陽
1
1
六
日
午
後
五
時
牛
、
啓
蟄
。

　
　
二
十
一
日
午
後
七
時
，
双
魚
宮
よ
“
白
羊

　
　
　
に
入
る
。
春
分
。
　
　
　
　
　
　
　
r

月
1
1
0
七
日
午
前
四
時
牛
，
上
串
月
（
牡
牛
‘
の
南

　
　
　
五
度
）

　
　
十
三
日
午
後
八
時
、
満
月
（
獅
子
座
ひ
の
北
）

　
　
一
一
十
日
午
後
五
目
牛
、
下
傘
月
（
射
車
座
西

　
　
西
北
端
）

　
　
二
十
八
R
午
後
十
時
、
新
月

水
星
1
1
塘
終
、
曉
天
の
星
で
＋
陽
よ
リ
醸
間

　
　
　
以
上
先
べ
じ
て
翫
現
す
う
が
、
低
く
て
叡

　
　
請
難
。
＋
三
日
、
東
へ
最
大
隔
離

　
　
（
太
陽
か
ら
二
十
七
度
牛
）

金
星
F
宥
の
星
で
ば
あ
る
が
、
毎
々
太
陽
ド
殆
ん
ご

　
　
　
同
畦
に
没
す
る
。

火
星
1
1
蛇
滑
【
－
座
か
順
行
、
夜
串
宙
天
に
携
現
。
だ

　
　
　
い
ぶ
近
く
は
な
つ
六
が
距
離
ば
未
だ
一
倍
五

　
　
　
千
萬
キ
ロ
．
覗
直
祁
ナ
秒
、
光
輝
∩
等
。

木
星
“
乙
女
座
9
γ
問
な
灘
行
。
日
没
後
に
出

　
　
現
。
だ
ス
λ
＼
距
離
垂
近
づ
3
光
り
も
大
き

　
　
　
い
。
槻
測
頗
る
好
し
税
轟
四

　
　
十
秒
。

土
星
1
1
や
に
り
乙
女
座
γ
の
西
か
満
行
。
二
十

　
　
　
六
日
に
衝
で
、
距
讐
＋
二
億
・
千

　
　
　
キ
ロ
。
親
直
裡
十
七
秒
。
光
輝
O
、
七
等
。

　
　
　
槻
測
の
最
好
一

天
解
星
1
1
先
戸
山
に
合
な
過
ぎ
カ
ば
か
り
、
親
測
不

　
　
能
。

海
王
星
一
蟹
座
π
一
星
の
北
を
…
逆
行
中
。
距
離
一
1
例
に

　
　
　
ょ
つ
て
遽
い
し
、
光
り
転
簿
い
け
れ
ご
，
一

　
　
吋
以
上
の
望
潅
鏡
が
あ
れ
ば
槻
測
に
は

　
　
好
都
「
A
ロ
の
時
機
で
あ
る
o



　
　
　
　
會
　
「
．
告

三
月
例
會
來
る
三
月
二
＋
百
察
貝
）
午
後
三
時

　
　
京
都
帝
國
大
町
集
會
駈
　
（
害
田
町
田
中
瓶
近
衛
上
ル
、
雷
電
に

　
　
熊
野
騨
壮
前
に
て
下
車
、
北
へ
五
丁
）
　
で
欄
曾
、
左
の
講
演
が

　
　
あ
b
ま
す

　
『
太
陽
の
運
行
』
　
助
敏
授
山
本
．
一
清
氏

　
　
右

　
　
大
正
十
一
年
二
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
文
同
好
會

　
　
　
　
御
注
意

本
號
に
は
第
口
巻
目
白
及
緬
素
引
を
附
録
ご
し
イ
、
添
へ
る
筈

の
庭
、
編
輯
部
多
忙
の
だ
め
、
次
號
へ
ゆ
つ
る
。

天
文
語
彙
は
休
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
～
…
》
戸

　
　
　
　
豫
　
　
告

次
號
（
四
月
號
）
は
火
星
観
迎
號
で
要
目
は
左
の
通
り

　
火
星
を
紹
介
す
：
…
・
…
…
…
・
吃
：
・
・
…
山
本
助
敷
授

　
火
星
の
運
動
・
…
…
…
…
…
：
・
：
：
・
…
・
百
濟
理
學
士

　
火
星
の
受
く
る
日
光
の
恵
み
：
…
：
：
古
川
、
龍
藏
氏

　
火
星
を
一
観
る
人
々
に
…
…
…
：
：
…
：
ピ
ケ
リ
ン
グ
激
授
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観
測
部
設
置

　
　
軍
な
ち
．
星
の
眺
め
よ
り
一
歩
、
巻
ん
で
．
研
究
北
下

　
　
献
な
な
さ
ん
実
め
，
本
會
は
灘
測
掛
指
導
の
下

　
　
に
來
る
十
二
月
か
ら

　
　
　
（
鱒
）
流
　
星
　
部
　
　
部
長
　
中
村
　
要
氏

　
　
　
（
二
Ψ
愛
光
星
部
　

部
長
山
本
一
清
茂

新　
　
の
二
．
部
た
置
き
唖
會
員
中
の
熟
心
家
な
募
っ
て

計
部
唄
嘘
叱
ま
す
。
部
．
貝
拭
部
費
ε
し
≦
〃
月

　
　
金
五
．
．
拾
銭
な
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
、
其
の

豊
代
り
、
實
際
翻
…
測
上
．
叡
…
長
の
乱
心
な
指
導
准

　
　
受
け
，
又
必
要
な
．
る
印
刷
物
晶
為
給
ぜ
．
ら
れ
、

　
　
尚
無
代
で

　
　
　
ブ
レ
テ
ン
（
・
目
三
喜
・
）
一
幽
門
捌
な

　
　
の
配
布
な
受
け
ろ
特
典
が
あ
り
ま
す
。
此
の
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　
つ

　
　
レ
テ
シ
は
．
天
界
の
擬
行
浄
待
て
な
い
至
急
報
で

　
　
必
要
に
．
嶽
じ
月
に
幾
度
で
も
螢
細
し
馬
流
星
や

　
　
攣
光
星
の
み
な
ら
す
、
彗
星
の
登
見
や
、
遊
星

　
　
恒
星
の
實
際
襯
測
や
，
尚
其
他
，
．
學
界
の
最
近

新
酒
息
稼
へ
。
も
巽
あ
り
辱
。
但
し
此
の

　
　
ブ
レ
テ
ン
は
全
．
部
英
文
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
部

寮
眠
員
は
甘
，
の
資
格
ビ
し
て
中
學
第
三
年
分
程
度
の

刊

英
語
准
卒
業
し
六
も
の
で
な
け
れ
は
な
り
ま
ぜ

ん
。
（
若
し
観
測
部
員
で
な
く
む
プ
レ
テ
ン
准

讃
み
六
、
冒
人
は
、
や
は
り
毎
月
五
拾
鎮
を
拙
っ

て
下
さ
ろ
必
要
が
あ
り
書
す
）
一
希
望
者
に

往
復
ハ
が
キ
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

　
大
正
十
年
九
月
二
旧
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
天
文
伺
好
會

獲
部
あ
り
、
前
月
登
行
の
も
の
は
　
同
好
會
員
に
限
り
毎
腐
金
．
置
鐘
で
配
分
す

LATEST　K　U．　O，　BULLETINS　？UBMSHED

No．8．　（22．　Jan．，　1922）

　　　Ob・er・・ati…S・f　th・（2・ad・antids・（龍座流星群の観測）

　　　1　akamu’rals　Variable．（中村攣光星）．

No．9．　（25．　Jan．’　1922）

　　　ALarge　meteor（大流星）

　　　UGeminorum¢双子座U星）　　UV　Persei（べ；レセウス座UV星）

　　　XLeonis（獅子座X星）　SS　Aurigae（駅者座SS星＞

　　　Ful三i　Observatory　active（藤i井天文毫の活動）

　　　Ephemeris’of　Algol（アノレゴ幽ル星の同報）

No．10．　（8．　Feo．　1922）

　　　D．（［onthly　Report＄　of　the　Stm－Spot　Ol）servat：／ons　（January）

　　　　　　　　　　　太陽黒黙観測月報、（一月號）

　　SS．　Cygni　brlght（白鳥座SS星の増光）

No．II．　（16．　1；’eb．　1922）

　　．Rapid　Activity　of　SuA－spots（太陽黒黒占の急激な・活動）

　　　Mr　K．　Nakamura・（中村要望消息）

N’o．12．　．（21，　lfebruary，　1922）

　　　On　Mr　Inouye，s　Shower・（井上氏の流星雨について）

　　　1’rof．　H．　Kimura・（木村榮t專士）Profl　Sh・H三rayama・（4～山信博士）

　　　O・（）mic…Cet｛．（鯨座。星について）16　C・ti（鯨座16周置）

Published　by　The　Scciety　of　Astoronomieae

　　　　　　　Kyoto　University　Observatbry・
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京
都
大
學
天
文
毫
内

天
文
同
好
會
襲
行



　
　
編
輯
室
よ
り

今
日
の
天
文
學
に
軍
に
星
の
位
置
や
蓮
動
な
問

題
こ
す
る
ば
か
り
で
ば
な
く
、
純
粋
な
物
理
や

化
學
の
中
へ
も
喰
ひ
入
っ
て
、
物
質
構
造
り
根

本
に
醐
れ
ま
ず
。
此
の
號
に
載
ぜ
れ
ラ
ソ
セ
ル

氏
の
ヘ
リ
ウ
ム
に
關
て
る
講
話
に
特
に
．
噛
う
し

六
意
味
の
あ
る
も
の
で
、
「
天
界
」
ざ
し
て
ば
今

ま
で
に
見
憤
れ
な
加
つ
れ
新
記
事
で
あ
り
ま
す

（
リ
ウ
ム
ー
1
太
陽
の
物
理
、
恒
星
や
星
雲
の
物

理
に
關
係
つ
る
一
方
、
牝
學
土
の
新
問
題
に
鯛

れ
、
叉
、
あ
ら
ゆ
る
物
質
の
原
子
構
造
論
に
も

意
味
り
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
此
頃

ば
又
航
空
工
業
に
も
必
要
な
も
の
ご
な
り
ま

し
お
O
い
み
ん
塚
方
面
F
向
い
て
み
ろ
要
錨
が

此
の
一
文
に
巧
み
に
取
り
扱
ば
れ
て
み
る
の
ば

見
逃
が
さ
れ
ま
ぜ
ん
。
課
者
長
澤
氏
の
勢
に
謝

意
な
表
し
ま
す
O
ム
古
川
茂
の
星
雲
の
話
ば
御

手
の
も
の
で
．
三
態
ご
推
奨
す
る
必
要
ば
あ
り

ま
す
ま
い
ら
其
の
丈
の
終
り
に
あ
る
メ
シ
ア
の

星
雲
星
團
表
ば
、
い
つ
ま
で
も
役
に
立
つ
貴
重

な
表
で
す
。
メ
シ
ア
表
の
中
の
星
雲
や
星
團
に

こ
れ
等
の
天
市
中
の
最
も
雄
大
な
代
表
者
か
殆

ん
ご
全
玉
子
羅
し
て
ゐ
ま
す
。
そ
し
て
星
雲
や

星
團
，
に
關
寸
る
新
研
究
や
新
襲
見
に
、
い
つ

で
も
先
づ
此
の
メ
シ
ア
表
の
中
に
あ
る
此
等
の

も
の
に
つ
い
て
行
ぼ
れ
ろ
の
で
す
Q
シ
ヤ
プ
レ

イ
の
星
團
論
に
。
し
て
も
、
岬
ー
ネ
ン
の
星
雲
運

動
問
題
に
し
て
も
皆
そ
れ
で
す
。
何
に
ξ
も
あ

れ
、
此
の
百
三
個
の
天
艦
の
位
置
に
誰
で
も
が

豊
え
な
σ
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
っ
古
賀
恒
星
圖
に

ば
此
れ
が
全
寵
二
人
し
て
あ
り
ま
す
。
叉
，
此

等
の
星
雲
や
星
團
ば
三
池
望
遠
鏡
で
皆
見
え
ま

す
一
昔
，
メ
シ
ア
に
彗
星
捜
索
の
際
の
手
び

か
へ
定
し
て
此
の
表
な
作
つ
れ
の
だ
ピ
い
ひ
ま

す
。
彗
星
か
ざ
見
る
ご
そ
れ
が
星
雲
て
あ
っ
れ

り
し
て
間
遽
ひ
が
起
り
易
い
か
ら
で
す
。
今
日

も
マ
ば
り
同
じ
意
床
で
、
曲
等
の
星
婁
や
星
團

は
記
憶
さ
る
べ
き
も
の
で
す
。
▲
殴
る
目
の
午

後
脳
高
松
氏
ご
話
し
て
み
る
中
、
同
氏
が
ナ
リ

ナ
ン
三
つ
星
の
一
壷
説
な
語
ら
れ
れ
の
な
喜
ん

で
、
改
め
て
希
な
探
っ
て
七
つ
六
の
が
別
重
り

丈
で
す
。
星
に
此
の
世
り
ロ
習
マ
ン
ス
の
源
で

あ
啄
ま
す
。
狸
窟
怨
ぬ
音
に
し
て
も
、
人
定
星

ε
質
仲
の
好
い
筈
の
も
の
で
で
。
此
の
種
の
傳

説
奄
命
後
も
喜
ん
で
誌
上
に
迎
レ
2
ま
す
。
こ
な

れ
か
ら
で
も
。

　
　
事
務
室
に
て

「
天
界
」
の
印
刷
と
獲
途
ε
な
究
阪
へ
托
す
る
二

定
・
ト
な
り
、
本
部
の
事
務
室
に
ば
撃
力
が
で
き

ま
し
れ
。
今
全
國
の
十
五
ヶ
所
の
支
部
ε
密
接

に
提
携
し
て
．
新
れ
に
會
員
大
募
集
の
宣

言
奄
致
し
ま
す
。
火
星
の
接
近
な
記
念
ピ
し
て

こ
㌧
に
剛
千
人
の
新
人
彪
得
る
ま
で
、
會
員

各
自
の
御
勘
誘
ご
御
宣
傳
ピ
々
顧
ひ
ま
す
。
募

集
煽
紙
や
會
の
規
則
に
御
申
込
次
第
ゼ
ぐ
ら
で

も
無
代
進
呈
。

　　

@
廣
　
　
　
告

特
志
観
測
助
手
藤
井
天
文
垂
の
れ
め
更
に
今
一
人
応
募

ろ
。
（
前
號
参
照
）

　
　
　
　
京
都
大
立
直
丈
塁
　
山
本
　
　
一
　
清

蕊
廿
蚕
齢
謂
翻
（
誕
蕪
）

　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
巧
天
賦
藁
．
内

（號六十第碧天）

編
輯
兼

雲
行
者

右
代
表
者

重
量
同
好
墜

下
替
貯
盆
穴
阪
五
穴
七
穴
城
番
．

山
　
本

一

　
　
　
大
阪
市
三
厩
京
町
堀
冠
輔
ノ
一
六
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